平成28年度版『中学社会歴史的分野』

年間指導計画案－評価規準の参考事例－
はじめに

●この資料は，平成28年度版『中学社会歴史的分野』教科書に基づいて学習指導計画を作成するための参考資料としてまとめたものです。

●原則として，教科書の小単元を１時間配当とし，総授業時数を108時間とした学習指導計画案です。予備時間には「でかけよう！地域調べ」の学習にあてるなど，実際の指導にあたっては，各地域・学校の実情にあわせて弾力的な学習指導計画を編成してください。

●評価の観点については，平成23年11月に国立教育政策研究所・教育課程研究センターから示された「評価規準の作成，評価方法等の工夫改善のための参考資料（中学校 社会）」に示された「社会的事象への関心・意欲・態度」「社会的な思考・判断・表現」「資料活用の技能」「社会的事象についての知識・理解」を設定しています。

●この資料における「評価規準」とは，原則として１単位時間ごとの「おおむね満足できる」学習状況を表しています。その評価規準を参考にし，生徒一人ひとりの学習の確実な定着が図られているかを評価し，「努力を要する」学習状況か「十分満足できる」学習状況かを判断していただくことになります。
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